
別紙１ 

 

鹿児島市手をつなぐ育成会の「会費」及び「愛のひとしずく運動」等の 

収益金の使い道について 

 

 本育成会の目的は、知的・発達障害児（者）が人としての尊厳と人格が尊重され、健常者と

同じ暮らしが保障されるように社会に訴えていくことです。 

 様々な活動を通して特別支援教育や障害児（者）への偏見をなくし、一般社会の「理解」と

「共感」と「協力」を得ながら真の「共生社会」を目指しています。 

 

鹿児島市手をつなぐ育成会は、権利擁護団体として広く市民の理解・協力を得るための活動

に努めております。 

 

「会費」及び「愛のひとしずく運動」の収益金（次頁参照）は目的達成のために次のような

ことに使われております。 

  

 

 

＜乳幼児および重度障害児等への支援＞ 

○鴨池すくすく学級の運営支援〔42,019円（令和 4年度決算、以下同じ）〕 

   年 4回 第 4土曜日 延べ 194名 

＜学齢期児童生徒への支援＞ 

○新１年生記念品（お祝い）の贈呈〔170,386円〕 

   市内の特別支援学級の小学校新入学生（339名）への祝い品贈呈 

○仲よし運動会の実施〔0円〕 

新型コロナウイルス感染症の影響で中止 

○鹿児島市特別支援教育研究会への補助〔300,000円〕 

校外学習、研修会等 

＜青壮年期への支援＞ 

○成人式の実施〔263,204円〕 

○あゆみ会（青年学級）への補助〔195,000円〕 

   8回実施 

○ふれあいスポーツ大会、スポーツ記録会の実施〔0円〕 

新型コロナウイルス感染症の影響で中止 

 

 
裏面につづく 



＜全年齢対象＞ 

○一日ふれあい事業の実施（一日レクリエーション）〔0円〕 

   新型コロナウイルス感染症の影響で中止 

＜普及啓発活動＞ 

○会報、育成会のしおり、たより「てをつなぐ」の作成、配布〔568,793円〕 

   しおり：研修会等で配布、たより（会報）：年 2回（8月・3月） 

○街頭広報の実施 

   新型コロナウイルスの影響で中止 

○家族研修会・相談事業の実施〔424,166円〕 

   学齢期保護者研修会、月例会、家族研修会、更生相談を開催（書面開催含む） 

  

〔参考〕 

◆「運動体」の財源 

 令和４年度 令和３年度 令和２年度 

会 費 収 入 

（円） 
８９５，０００ ９８１，０００ ９０５，０００ 

愛のひとしずく運動

の収益   （円） 
４５４，０４４ ６５６，８８８ ７５０，０９１ 

模擬店収益 （円）

（わくわく交流フェア） 
３８，０００ ０ ０ 

 

◆会員・賛助会員数の推移 

 令和４年度 令和３年度 令和２年度 

正会員数  （人） ２８５ ３２３ ２９８ 

賛助会員  （人） ２４３ ２６３ ２３３ 

合   計 （人） ５２８ ５８６ ５３１ 

 

 

 


